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定 例 会

　当初予算４億円から大幅増が見
込まれるため、２億円を増額しま
す。

ふるさと納税寄附金の大幅増1Pickup

　稲取駅の待合室部分を改修し、
ワーケーション施設を開設するこ
とで、稲取温泉の顔として地域の
活性化を図ります。

ワーケーション環境整備業務委託2Pickup

　旧大川小学校校舎１階部分
の水道管の工事です。

90万円

水道分岐配管工事3Pickup

　当初予算1,000万円に不足
が見込まれるため増額します。

300万円

住宅リフォーム補助金4Pickup

　白田浄水
場２号ポン
プの故障に
よる修繕費
です。

550万円

道路維持管理5Pickup

　当初予算2,950
万円に不足が見込
まれ、今後の道路
修繕に対応するた
め増額します。

500万円

水道施設修繕6Pickup

定例会の
あらまし

一般会計補正予算他を可決

税 好 調　　大 幅 増ふ る さ と 納第４回
定例会

　令和５年第４回定例会を12月６日・７日の２日間
など計15件について審議した結果、全て原案どおり

の日程で開催し、条例改正や補正予算ほか、議員発議、意見書案
可決しました。

２億円

220万円

寄附
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ここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

第 ４ 回 定 例 会
一 般 質 問

光ファイバーケーブルの
移設に１年以上必要

Ｑ

Ａ
現在の財政調整基金の残高は
16億2,667万円ある

　
　
基
金
を
財
源

に
白
田
川
橋
へ
の

対
応
が
図
れ
な
い

か
。

　
　
基
金
が
あ
る

か
ら
こ
の
事
業
で

は
な
く
、
そ
れ
が

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

減少の一途をたどる
特産品の稲取キンメ

Ｑ

Ａ
黒潮大蛇行による漁業への影響は
長期化により将来的にも不安を覚える

　
　
漁
業
が
観
光
振
興
や
観

光
の
資
質
を
高
め
て
い
る
。

支
援
の
考
え
は
。

　
　
水
産
庁
の
「
海う

み

業ぎ
ょ
う

」
と

い
う
施
策
が
あ
り
、
水
産
、

観
光
、
飲
食
業
な
ど
、
海
に

関
係
す
る
地
域
資
源
を
活
か

す
産
業
を
意
味
す
る
。
各
業

種
の
連
携
に
よ
り
相
乗
効
果

を
狙
い
、
漁
村
に
賑
わ
い
を

創
出
し
て
い
く
考
え
方
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
の
漁
業
振
興
を
考

え
る
上
で
、
創
る
漁
業
を
模

索
す
る
た
め
に
空
き
校
舎
等

の
活
用
の
考
え
は
。

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

　
　
跡
地
利
用
に
は
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
は
あ
る
。
旧
大

川
小
に
つ
い
て
現
在
詳
細
な

検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
比

較
的
水
が
豊
か
と
聞
い
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
有
効
利
用
で

付
加
価
値
の
高
い
魚
種
の
養

殖
が
で
き
る
な
ら
可
能
性
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
治
山
工
事
に
よ
る
漁
業

へ
の
影
響
が
あ
る
。
関
係
者

と
の
話
し
合
い
が
必
要
で
は
。

　
　
現
場
の
意
見
も
踏
ま
え

し
っ
か
り
と
事
実
確
認
し
た

上
で
判
断
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
県
へ
の
働
き
か
け
も
含
め

対
応
し
て
い
き
た
い
。

１歳のとき骨髄バンクの
ドナーから移植を受けて
元気になった梨花ちゃん

Ｑ

Ａ
骨髄バンクドナー登録推進の考えは
積極的に情報提供していきたい

　
　
白
血
病
な
ど
の
治
療
に

は
骨
髄
移
植
が
有
効
だ
が
、

患
者
と
ド
ナ
ー
の
白
血
球
の

型
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
確
率
は
親
兄
弟
で

４
分
の
１
、
そ
れ
以
外
で
は

数
百
～
数
万
人
に
一
人
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
ド
ナ
ー
登

録
は
た
っ
た
２
㎖
の
採
血
だ

け
で
済
む
が
周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
更
な
る
周
知
と
推
進

が
必
要
だ
が
町
の
取
り
組
み

は
。

　
　
町
の
情
報
配
信
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
関
連

サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
付
け
な

ど
で
積
極
的
に
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
。

　
　
白
血
球
の
型
が
一
致
し

ド
ナ
ー
が
骨
髄
提
供
に
至
っ

た
場
合
の
町
の
支
援
は
。

　
　
骨
髄
提
供
の
た
め
の
入

院
や
通
院
一
日
に
つ
き
、
上

限
７
日
と
し
て
ド
ナ
ー
に

２
万
円
、
勤
務
先
の
事
業
所

に
１
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
骨
髄
移
植
を
受
け
た
後
、

そ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接

種
の
抗
体
が
消
失
し
、
再
接

種
が
必
要
と
な
る
が
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
。
町

と
し
て
費
用
助
成
の
考
え
は
。

　
　
全
国
で
5.2
％
の
自
治
体

し
か
助
成
制
度
を
設
け
て
い

な
い
が
、
子
ど
も
の
健
康
面

や
家
庭
の
経
済
面
の
負
担
を

考
慮
し
、
早
急
に
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
の
検

討
が
重
要
。
今
年
度
は
橋
台

の
調
査
と
方
針
検
討
の
た
め

の
業
務
を
委
託
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
架

設
が
必
要
で
あ
る
と
な
れ

ば
、
財
源
の
措
置
に
つ
い
て

は
改
め
て
考
え
て
い
く
。

　
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
移
設
期
間
を
考
え
れ
ば

国
道
の
上
側
に
歩
道
を
設
置

し
た
方
が
早
く
安
く
済
む
の

で
は
な
い
か
。

楠 

山
　
節 

雄
　
議
員

　
■
漁
業
振
興
に
つ
い
て

　
■
旧
稲
取
幼
稚
園
の
活
用
に
つ
い
て

　
■
新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

栗 
原
　
京 

子    

議
員

　
■
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

須 

佐
　
衛
　
　
議
員

　
■
財
政
調
整
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

　
■
二
地
域
居
住
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

定 

居
　
利 

子   

議
員

　
■
町
営
稲
取
上
野
墓
園
に
つ
い
て

山 

田
　
豪 

彦
　
議
員

　
■
道
路
管
理
に
つ
い
て

　
■
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
■
鳥
獣
害
問
題
に
つ
い
て

山 

田
　
直 

志
　
議
員

　
■
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
■
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　
■
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
■
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

鈴 

木
　
伸 

和
　
議
員

　
■
ご
み
集
積
所
の
問
題
と
改
善
に
つ
い
て

東伊豆町議会
 YouTube チャンネル

そのほかの

質 問

旧
稲
取
幼
稚
園
で
の
子
ど
も
食

堂
の
開
催
の
考
え
は

Ｑ
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
集
え
る
場

所
と
い
う
考
え
方
の
中
で
検
討

Ａ
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
は

Ｑ
目
標
達
成
の
た
め
に
機
動
的
・

縦
断
的
に
取
り
組
む

Ａ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

そのほかの

質 問
ＱＡ ＱＡ ＱＡ
町
長
の
掲
げ
る
「
幼
小
中
高
一

貫
制
教
育
」
の
方
向
性
は

県
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
描

か
れ
る
か
が
カ
ギ
だ

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
の
本
格
的
検
討
は

視
察
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
も
い
え
る

二
地
域
居
住
者
へ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
販
売
は

住
民
と
の
金
額
の
バ
ラ
ン
ス
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　
　
事
業
の
重
要
性
を
住
民

の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
決
め

る
手
順
が
必
要
で
、
現
在
は

ケ
ー
ブ
ル
の
撤
去
期
間
も
活

か
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。

　
　
町
の
源
泉
を
活
用
し
温

泉
施
設
建
設
に
投
資
で
き
な

い
か
。

　
　
ど
の
位
利
用
さ
れ
る
か
、

採
算
が
合
う
の
か
、
も
し
く

は
経
費
を
ど
の
程
度
投
入
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
し
っ
か
り

と
調
査
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
上
で
の
検
討
と
な
る
。

　
　
旧
稲
取
幼
稚
園
の
敷
地

内
に
町
が
権
利
を
有
す
る
源

泉
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

　
　
具
体
的
な
検
討
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
町
民
の
意
見
を

広
く
聴
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
町道横ヶ坂油久保線への標識の設置は
規制をかける事項は公安委員会の許可が必要

Ｑ

Ａ
旧墓地にトイレ・ベンチの設置は
現地を確認して考えたい

　
　
稲
取
上
野
墓
園
は
、
何

区
画
あ
る
か
。

　
　
新
墓
地
３
２
９
区
画
、

旧
墓
地
１
５
１
０
区
画
で
あ

る
。

　
　
墓
じ
ま
い
に
よ
り
返
還

さ
れ
た
空
き
墓
地
は
何
区
画

あ
る
か
。
ま
た
、
新
た
な
申

し
込
み
は
あ
る
か
。

　
　
返
還
さ
れ
た
墓
地
は
、

令
和
３
年
か
ら
令
和
５
年
10

月
末
ま
で
で
28
区
画
あ
っ
た
。

ま
た
、
現
在
貸
し
出
し
可
能

な
空
き
墓
地
は
70
区
画
あ

り
、
新
た
な
使
用
の
申
し
込

み
は
、
令
和
３
年
か
ら
令
和

５
年
10
月
末
ま
で
で
８
区
画

あ
っ
た
。

誰もが利用しやすい
環境の整備を

　
　
県
道
稲
取
停
車
場
線
の

稲
取
駅
上
ガ
ー
ド
下
周
辺
他

の
草
刈
り
等
の
管
理
を
強
く

要
望
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が

か
。

　
　
賀
茂
地
域
局
、
賀
茂
農

林
事
務
所
、
下
田
土
木
事
務

所
と
の
円
卓
会
議
で
箇
所
も

示
し
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　
町
道
横
ヶ
坂
油
久
保
線

の
草
刈
り
や
標
識
、
案
内
看

板
の
設
置
を
含
め
た
、
き
め

細
や
か
な
維
持
管
理
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　
草
刈
り
に
つ
い
て
は
来

年
度
か
ら
委
託
管
理
を
考
え

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

定
さだ

居
い

　利
とし

子
こ

議員

不登校は誰にでも
起こること

Ｑ

Ａ
不登校の子どもへの対応は
多種多様な要因がある中、学校が全体で共有し対応

　
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

　
　
児
童
が
２
名
と
生
徒
が

８
名
い
る
。
加
え
て
准
不
登

校
が
２
名
、
不
登
校
相
当
が

１
名
と
な
っ
て
お
り
、
登
校

は
し
て
い
る
が
授
業
に
参
加

で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
学
校
で
の
対
応
は
。

　
　
主
に
担
任
が
対
応
し
て

お
り
、
養
護
教
諭
等
も
対
応

し
て
い
る
。
在
宅
学
習
や
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
も
試
み
て
い

る
。

　
　
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
電
話
や
訪
問
を
行
い
、

来
校
時
は
教
職
員
全
体
で
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
と
の
相
談
も
行

っ
て
い
る
。

　
　
文
科
省
の
「
不
登
校
は

問
題
行
動
で
は
な
い
。
だ
れ

に
も
起
こ
る
こ
と
」
と
い
う

視
点
を
広
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
昔
の
よ
う
に
学
校
に
来

る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い

と
い
う
事
は
伝
え
て
い
る
。

　
　
保
護
者
の
会
も
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
、
課
題
も
あ
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い

る
か
。

　
　
不
登
校
の
要
因
は
多
種

多
様
で
、
個
々
に
き
め
細
か

な
対
応
を
す
る
に
は
学
校
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
外
部
機
関
の

方
々
と
連
携
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

ごみステーション

Ｑ

Ａ
ごみ集積所の課題解決は
町の情報配信メール・LINE・HP でルールの周知に力を注ぐ

　
　
町
内
の
ご
み
集
積
所
は

何
か
所
あ
り
、
う
ち
民
地
を
借

り
て
い
る
所
を
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
合
計
で
５
０
８
か
所
。
維

持
管
理
は
町
内
会
等
に
依
頼

し
て
い
る
た
め
、
町
は
民
有
地

の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

　
　
ご
み
の
分
別
方
法
や
出

し
方
の
周
知
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
瓶
や
段
ボ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
つ
い
て
の
注
意
喚

起
を
情
報
配
信
メ
ー
ル
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
２
～
３
か
月
に
一

度
、
年
末
に
は
資
源
ご
み
と
年

末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い

て
全
戸
配
布
、
瓶
の
出
し
方
に

特
化
し
た
も
の
を
回
覧
で
３

か
月
に
一
度
、
町
Ｈ
Ｐ
で
も
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
文

化
祭
で
は
不
適
切
な
ご
み
の

出
し
方
の
実
物
を
展
示
し
た
。

　
　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら

う
に
は
何
が
必
要
か
。

　
　
現
在
不
適
切
な
搬
出
に

赤
ラ
ベ
ル
を
貼
り
内
容
を
知

ら
せ
る
こ
と
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
ル
ー
ル
を
浸
透
さ
せ
た

い
。
ま
た
、
町
内
会
未
加
入
者

や
外
国
人
居
住
者
の
方
に
向

け
、
ア
パ
ー
ト
管
理
者
や
勤
務

先
へ
の
周
知
協
力
の
通
知
に

力
を
入
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
多

言
語
対
応
の
ポ
ス
タ
ー
も
作

成
し
た
い
。

　
　
今
以
上
の
分
別
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
他
の
自
治
体
と
比
べ
て

ま
だ
分
別
種
類
が
少
な
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
も
10
％
以
下
で

あ
り
、
今
ま
で
以
上
の
分
別
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
、
そ
の
中
で
分

別
の
種
類
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

　
　
旧
墓
地
の
空
き
区
画
に

ベ
ン
チ
、ト
イ
レ
（
携
帯
用
、

簡
易
含
む
）
を
設
置
す
る
考

え
は
。
ま
た
、
新
墓
地
の
上

階
段
の
所
に
水
道
設
備
の
設

置
は
ど
う
か
。

　
　
ま
ず
は
新
墓
地
の
ト
イ

レ
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、

携
帯
用
・
簡
易
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ベ
ン
チ
、
水
道
設
備
に

つ
い
て
は
、
現
地
を
確
認
し

て
考
え
た
い
。

　
　
旧
墓
地
内
の
通
路
の
状

況
が
良
い
状
態
で
な
い
箇
所

が
あ
る
。
ま
た
、
距
離
も
あ

る
た
め
、
高
齢
者
が
訪
れ
や

す
い
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

か
。

　
　
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
墓
地
の
空
き
状
況
を
広

報
ひ
が
し
い
ず
に
掲
載
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情

報
配
信
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
広
報
を
検
討
し
て
い
る
。

広
報
誌
へ
の
掲
載
は
、
担
当

課
と
相
談
し
た
い
。

みんなの使いやすい
きれいな道路

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

て
い
る
。
案
内
看
板
等
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
の
計
画
は

な
い
。

　
　
道
路
上
に
ハ
ー
ト
マ
ー

ク
の
よ
う
な
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
道
路
標
示
を
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　
検
討
し
て
み
た
い
。
た

だ
し
、建
設・観
光
面
の
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
い
く
。

　
　
通
行
量
、
歩
行
者
の
少

な
い
町
道
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
草
刈
り
等
の
維
持
管

理
を
す
る
考
え
は
。

　
　
マ
ン
パ
ワ
ー
や
財
源
が

不
足
す
る
中
、
自
助・共
助・

公
助
の
も
と
、
町
民
全
体
で

や
っ
て
い
く
事
は
大
事
だ
と

思
う
。

Ａ
　

Ａ ＱＱ

ＱＱＱ

Ａ

ＡＡ

そのほかの

質 問

細
野
高
原
の
維
持
管
理
を
含
め

た
総
合
的
な
利
活
用
に
つ
い
て

の
考
え
は

Ｑ
最
適
な
状
態
を
保
ち
次
世
代
に

繋
げ
て
い
く
よ
う
課
題
や
活
用

方
法
を
考
え
る
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
予
定

Ａ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

ＱＡ

ＱＡ
　

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ
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定 例 会

第４回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

補　正　予　算

議案第62号　令和５年度一般会計補正予算（第 5号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号　令和 5年度国民健康保険特別会計補正予
算（第 3号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第64号　令和 5年度介護保険特別会計補正予算
（第 2号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第65号　令和 5年度水道事業会計補正予算
（第 3号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条　例　改　正

議案第55号　犯罪被害者等支援条例の制定について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号　職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号　特別職の職員で常勤の者の給料等に関す
る条例の一部改正について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号　国民健康保険税条例の一部改正について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号　印鑑条例の一部改正について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号　消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部改正について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号　静岡県市町総合事務組合規約の一部変更
について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮　　　　　問

諮問第４号　人権擁護委員候補者の推薦について 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発 議 ・ 意 見 書 案
発議第３号　町議会議員の請負の状況の公表に関する
条例の制定について 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第４号　町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案第１号　台湾のＣＰＴＰＰへの加入に向けた
支援を求める意見書について 可決（10：１） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ╳

※

意見書はこちらから

意見書については東伊豆町ホームページにて掲載 

https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 

ホーム＞町政・議会＞陳情・要望＞意見書・決議書

−文教厚生常任委員会−移動支援事業について

　65歳以上の高齢者を対象に、昨年から始まった移動支援事業が、町民
の期待に応えるように行われているかを調査しました。調査に当たり、健
康づくり課から事業の説明を受け、参考人として運転ボランティアを行っ
ている３名の方から意見を伺いました。

事業の概要

①事業の名称　「支え合う東伊豆」
②利 用 時 間　８：30～17：00　
　　　　　　　土・日・祝日、年末年始休み

③対　象　者　65歳以上の高齢者（要介護者を除く）
④利 用 目 的　買い物、健康診断、健康教室、サロンなど
⑤支援の依頼　利用の申込みは１週間以上前に行う。
　　　　　　　確定次第、連絡あり

⑥事 業 経 費　2,345千円（令和５年12月１日現在）
⑦事業委託先　町社会福祉協議会

事業の実績
令和４年度（10月から令和５年３月）の実績
利用登録者　61人
運転ボランティア　９人登録
利用状況　69人（延べ103人）

委員会の意見
（１）町民への周知

事業が利用していただきたい町民に知られてはいない。きめ細かな
対話による説明が必要不可欠である。

（２）運転ボランティアの確保
各区や別荘地等、利用登録者が住む地域に必要な運転ボランティア
がいることが望ましい。

（３）独自車両の確保と環境の整備を
自家用車を使用し「狭い所で擦った。」という事例があった。
車両保険などの補償や独自車両の確保など、自己負担軽減のための
支援策を検討されたい。

（４）管理体制
利用登録者からの依頼照会と対応できる運転ボランティアからの受
諾確認をＬＩＮＥで行っている。　
オペレーションのあり方・体制の見直しを図ることが必要である。

（５）利用事業チケット（料金）の改善
利用料金は、利用登録者と運転ボランティアとの間で、利用券の受
け渡しによって行われている。
日付の記入、利用時間の確認、利用券の枚数確認及び受領確認など
が求められ、双方に負担がかかっているため、煩雑な手続きの改善
を検討されたい。

委 員 の 変 更 変更前 変更後

総務経済常任委員会　委員長 内山　愼一 定居　利子

総務経済常任委員会　副委員長 定居　利子 鈴木　伸和

議会運営委員会　委員 内山　愼一 定居　利子

議会広報編集委員会　委員 内山　愼一 山田　直志

「町政・議会」＞「委員会の活動」＞
「所管事務調査」＞「移動支援事業について」

東伊豆町議会HP
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総務経済常任委員会文教厚生常任委員会

財政負担の少ないデマンド型交通事業を視察水道事業とお出かけ支援事業を視察
【山形県川西町　デマンド型交通事業】
　町内のタクシー会社に委託した予約制の町民乗
り合いタクシー（相乗りも可）であり、自宅等の
戸口から目的地の戸口までを送迎する。
委　託　先：町内タクシー会社３社
利用会員：1,530 人（うち９割が高齢者）
利用方法：予約センターへ電話予約（当日予約も可）
利用料金：片道ひとり 500 円（小学生以上）
運行状況：町内全域を毎日９便運行
利用時間：午前７時 30 分～午後５時

　運行していた町民バス事業経費の負担が大きく、効率的な交通対策として導入。（導入前
の平成15年度実績は約1,700万円で、一般会計からの持ち出しは約1,400万円）
　平成18年度の本格導入後の実績は約1,170万円で、一般会計からの持ち出しは約354万円
となり、利用料金の徴収や国庫補助金の活用により、町民バス運行時から約538万円の大幅
な財政負担の軽減に成功した。

財政負担の現状

　平成18年度から本格導入しており、早い段階から地域交通の課題に取り組まれていた。
川西町のデマンド型乗合交通は、タクシー会社の既存システムを活用することで、導入コス
トを抑え、一般会計からの持ち出しを軽減できた例であった。
　また、町民の意見を事業に反映するため、平成17年度の実証実験時から毎年アンケート
調査を行っており、より使いやすい環境を作っていると感じた。

感想

【和歌山県那智勝浦町の水道事業】
　人口と観光客の減少の中で、水道事業を展開し
ている和歌山県那智勝浦町を視察した。
給水人口：14,238人
水　　源：表流水　
施設能力：14,200㎥／日
浄水場施設：３箇所　
管路延長：172㎞
職員体制：９人

・管理体制
施設管理については、浄水場が新しいこともあり、警備会社や職員ＯＢに管理を委託して
いた。管理の在り方は絶えず見直しをする必要がある。

・一般会計出資債（※）の活用
那智勝浦町では、令和２年度に県のアドバイスを受け、一般会計出資債を活用して事業を
行っていた。当町でも静岡県等に相談し、経営診断や指導を受けるべきである。
　※一般会計出資債とは
　　一般会計で水道事業等の公営企業会計に出資することを目的に起債される。

・水道料金以外の財源獲得の調査・研究を
当町の水道事業は、老朽化により今後膨大な施設整備費が必要となってくる。補助金の獲
得、繰入金の見直し等、町民・事業者の負担を軽減するために財源の確保を課題とされた
い。

視察後に委員会で話し合った意見

【 】
　デジタル専門員人材派遣制度を活用し「点」
ではなく「面」でスマートシティ自治体を目指
していた。例えば、ＳＩＭを活用した子どもの
見守り、河川水位監視及びデジタル機器を活用
した有害鳥獣対策は、それぞれ３つのデータ
を組み合わせることにより、通学路の安全確
保、河川補修、鳥獣害対策、それぞれの事業の
優先順位を子どもたちが通る場所から行ってい
くなど、データから導き効率的に行っていた。�
　また、スマートストアはまだまだ売り上げ面
等に課題はあるが、今後課題を解決しながら将
来の人口減少、労働人口減少に対応していける
取り組みだと感じた。

感想・意見

東伊豆町議会HP
「町政・議会」＞「委員会の活動」＞「議員派遣結果報告」＞
「結果報告書　総務経済常任委員会」

【 】
町民にマッチした制度の設計を
　紀北町の事業は、実証実験の結果を踏ま
え、運転手３人及びオペレーター２人を会
計年度任用職員とすることにより、安定し
た運行体制を整えていた。
　事業実施できた背景には、国庫補助金（地
域内フィルダー系統確保維持費国庫補助
金）及び一般財源のうち、特別交付税で措
置される集落支援員を活用しており、財源
もよく研究し、事業を実施していた。

感想・意見

三重県紀北町の
お出かけ支援事業

山形県長井市　スマートシティ長井の
実現に向けた取り組みについて

東伊豆町議会HP
「町政・議会」＞「委員会の活動」＞「議員派遣結果報告」＞
「結果報告書　文教厚生常任任委員会」
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Vol.16

　農家の奥さん達が、規格外の特産品を使ったドライ
フルーツをプロデュースしています。今回は作業場に
伺って皆さんのお話を聞いてきました。
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経
過
し
た
。
ま
ず

は
皆
さ
ん
の
声
を
町
に

届
け
る
こ
と
を
心
が
け

て
き
た
。
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
も
議
員
の
重
要
な
仕
事

の
ひ
と
つ
で
、
取
材
や
写
真

撮
影
、
原
稿
の
作
成
か
ら
編

集
、
校
正
ま
で
の
全
て
を
自

ら
行
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
に

是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、

あ
る
い
は
回
覧
板
か
ら
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
胸
に
今
回
は
「
ミ
セ

ス
こ
ら
っ
て
ぃ
」
の
皆
さ
ん

の
所
へ
取
材
に
伺
っ
て
き
た
。

明
る
い
笑
顔
と
夢
を
語
る
熱

意
に
、
私
た
ち
も
元
気
を
い

た
だ
い
た
。
皆
で
明
る
く
元

気
な
町
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。�

（
山
田
豪
）

作業風景

　
農
家
の
お
嫁
さ
ん
の
集
ま

り
で
す
。
令
和
元
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
直
売
所
こ

ら
っ
し
ぇ
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
農
産
物
で
新
た
な
目
玉

商
品
が
で
き
な
い
か
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
当
時
農
協
の

朝
市
に
出
荷
し
て
い
た
８
人

の
メ
ン
バ
ー
で
一
念
発
起
し

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
商
品
化

し
ま
し
た
。

︱
ど
ん
な
思
い
で
活
動
さ
れ

て
き
た
ん
で
す
か

代表の山田さとみさん

︱
ミ
セ
ス
こ
ら
っ
て
ぃ
は
ど

ん
な
集
ま
り
な
ん
で
す
か

︱
今
後
の
展
望
は

　
果
物
だ
け
で
な
く
野
菜
も

加
工
し
て
、
味
噌
汁
や
ス
ー

プ
の
具
材
に
商
品
の
幅
を
広

げ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
、
さ
ら
に
知
名
度

※商品はこらっしぇで販売しています。

袋詰めして商品に

　
最
初
は
乾
燥
時
間
や
カ
ッ

ト
の
大
き
さ
、
厚
さ
な
ど

出来上がったドライフルーツ

ドライベジタブルもできました

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

も
是
非
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

全
て
が
失
敗
続
き
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
以
上
を
か
け
、

令
和
２
年
12
月
に
こ
ら
っ

し
ぇ
で
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
苗
の
植
え
付
け
、肥
料
、

消
毒
等
の
栽
培
か
ら
収
穫
や

加
工
、
袋
詰
め
ま
で
全
て
手

作
り
で
す
。
商
品
に
は
絶
対

の
自
信
が
あ
り
ま
す
。
皆
で

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
が

モ
ッ
ト
ー
で
す
。


